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ⅠⅠ ２０１３年３月期 決算概要２０１３年３月期 決算概要

（注）ＹＹ/ＭはＹＹ年Ｍ月期を表しています。
（e）は、前回予想（２０１３年１月公表値）
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２０１３年３月期決算（ハイライト）

（億円）

当期実績
増減額 増減額

前年同期比 前回予想比

増減率 増減率

（億円）

売 上 高 ５,７５５

営業利益 １９０

△７０４

△６５

△９５

△１０

△１１％

△２６％

△２％

△５％営業利益

経常利益

１９０

２０１ △６１ △７

１０

△２３％ △３％

当期利益 １２２ △２１ △１

一株利益 ８８円４５銭 △１５円２６銭 △００円９８銭

△１５％ △１％

一株配当 ２０円００銭 △１０円００銭 ±００円００銭

ＲＯＥ ４ ７％ △１ １％

＊

ＲＯＥ ４.７％ △１.１％ ー

ＦＩＶ △３ △３６ ー
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ＦＣＦ ＋６５ △１１７ ＋３０

4*２０１２年３月期の一株配当には、日立ハイテク創立１０周年記念配当金１０円含む



２０１３年３月期決算（売上高）

（億円） 前年同期比

売上高

8,000

6,459

△１１％

電子デバイスシステム＋１％

△３８％

,

230
ファインテックシステム

1,024 5,755

1,039

143

5,850

1,094

149

4,000
科学・医用システム

産業・ITシステム

％

△２３％1,217

ファイ テックシ テ

△１０％
1,471

941

1,329

149

986

1,297

産業 テ

先端産業部材△９％2,612 2,364

986

2,399

0
12/3 13/3(e) 13/3
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（注）合計にはセグメント間の内部取引の消去等が含まれております。



２０１３年３月期決算（営業利益）

営業利益

（億円） 前年同期比

400

電子デバイスシステム

△２６％

＋２１％255

106

128
△３５％ 科学・医用システム

ファインテックシステムー％
（＋５億円）

190

128

200

210

137

△３５％

△１２％

科学 医用システム

産業・ＩＴシステム

128

122

△63

11
14

0
△57

137

6
12

△４４％ 先端産業部材

△54

122

11
12

△63

△100
12/3 13/3(e)

57

13/3
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（注）合計にはセグメント間の内部取引の消去等が含まれております。



２０１３年３月期決算（貸借対照表〔要約〕）

流動資産 ３ ３０６ △２３１ 流動負債 １ ３７３ △２４３

２０１３年３月末 （億円）
１２/３末比１２/３末比

流動資産 ３,３０６ △２３１ 流動負債 １,３７３ △２４３

現預金、関係会社預け金 １,１８１ △４０ 支払手形および買掛金 ８４４ △２１１

受取手形および売掛金 １,１０７ △１９３ その他 ５２８ △３２受取手形および売掛金 １,１０７ そ 他 ５２８

たな卸資産 ７０３ ＋１７ 固定負債 ２９２ ＋１６

その他 ３１５ △１５ 退職給付引当金 ２６５ △０

固定資産 １,０３０ ＋１４６ その他 ２７ ＋１６

有形固定資産 ６６３ ＋６６ 純資産 ２,６７２ ＋１４２

無形固定資産 １４０ ＋７７ 株主資本 ２,６３８ ＋９４

投資その他の資産 ２２７ ＋３
その他の包括利益
累計額合計 ３０ ＋４６
累計額合計

少数株主持分 ４ ＋２

資産合計 ４ ３３６ △８５ 負債および純資産合計 ４ ３３６ △８５
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資産合計 ４,３３６ △８５ 負債および純資産合計 ４,３３６ △８５

・ 1株当たり純資産：１,９３９円８１銭（前年同期比 ＋１０１円９７銭）



（億円）

２０１３年３月期決算（キャッシュ・フロー計算書〔要約〕）

営業活動による
キャッシュ・フロー

＋１１０
財務活動による
キャッシュ・フロー

△８０

税引前利益 １７０ 当金 支払 △２８

（億円） １３/３ １３/３

税引前利益 ＋１７０ 配当金の支払 △２８

減価償却費 ＋７８ 短期・長期借入金の返済 △５２

運転資金 △３ その他 △０

法人税等支払 △１１９ 換算差額 ＋３４

その他 △１７

投資活動による
キャッシュ・フロー

△４４ １３/３キャッシュ・フロー

有価証券の取得・売却 ＋２１

固定資産取得・売却 △１１１

現金および現金同等物

期首残高 １ ２１６

１３/３

固定資産取得・売却 △１１１

子会社株式の取得による支出 △６３

その他 ＋１０８

期首残高 １,２１６

増減額 ＋１９

期末残高 １ ２３５
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その他 ＋１０８

フリー・キャッシュ・フロー ＋６５

期末残高 １,２３５
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ⅡⅡ ２０１４年３月期 経営方針２０１４年３月期 経営方針
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２０１４年３月期 経営方針①

１
成長分野へのリソースシフトによる事業ポートフォリオの強化

１．

グローバル事業の拡大
２．

グロ バル事業の拡大

３．
開発のスピードアップによる事業創造の推進

Copyright©2013 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved. 10



２０１４年３月期 経営方針②

１．成長分野へのリソースシフトによる事業ポートフォリオの強化

電子デバイスシステム
重点顧客へのリソース集中による関係強化重点顧客 のリソ ス集中による関係強化

エンジニアリングサイト拡充による開発初期からの
コラボレーション推進

測長ＳＥＭ
「ＣＧ５０００「ＣＧ５０００」

ファインテックシステム
事業構造改革の完遂と新規事業へのリソースシフト

全事業を日立ハイテクファインシステムズに統合（２０１３年４月）
有機ＥＬ関連事業に加え、環境・新エネルギーや
社会イノベーション分野での新規事業立ち上げ

Copyright©2013 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved. 11



２０１４年３月期 経営方針③

１．成長分野へのリソースシフトによる事業ポートフォリオの強化

科学・医用システム
体外診断・ＤＮＡシーケンサ事業のＷ/Ｗシェア維持・拡大

体外診断測定項目・ラインアップ増加および
米国ＦＤＡ取得によるＤＮＡシーケンサの拡販等

エスアイアイ・ナノテクノロジー株式会社 を
立 ク グ プ会社化

＊

日立ハイテクサイエンスとしてグループ会社化
熱分析・蛍光Ｘ線分析装置等の製品ラインアップの
拡充、コア技術の融合によるシナジーの最大化

Ｘ線異物検査装置
「ＳＥＡ-Ｈｙｂｒｉｄ」

（日立ハイテクサイエンス）

商事部門
社会イノベーション分野への取り組み強化と

＊セイコーインスツル株式会社の１００％子会社

付加価値提供型事業の推進
ＪＶコーラスコールアジア設立（２０１３年４月）
コミュニケーションクラウド事業（従量課金制による
ＴＶ会議サ ビ 事業等）の立ち上げ

コミュニケーションクラウド
（コ ラスコ ルアジア）

Copyright©2013 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved.

ＴＶ会議サービス事業等）の立ち上げ

12

（コーラスコールアジア）



２０１４年３月期 経営方針④

２．グローバル事業の拡大

自社製品部門
海外大手顧客との協業推進 連携強化海外大手顧客との協業推進・連携強化

事業（製品）特性を踏まえたＷ/Ｗ最適生産体制の確立
中国・大連で新興国向け汎用分析機器の製品設計・中国・大連で新興国向け汎用分析機器の製品設計・
製造一貫体制構築等

商事部門

高速液体クロマトグラフ
「Ｐｒｉｍａｉｄｅ」

（中国・大連にて製造）

商事部門
日立グループとの連携による社会イノベーション事業の推進

小規模・分散型再生可能エネルギー事業、産業分野ＩＣＴ（Ｍ２Ｍ）、
日立グル プ商社としての販売 調達等日立グループ商社としての販売・調達等

地域開発の推進
インドネシア、ブラジル、ロシア、トルコ、サウジアラビア等

Copyright©2013 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved. 13



２０１４年３月期 経営方針⑤

３．開発のスピードアップによる事業創造の推進

新事業創生スキーム（枠組み） Ｃプロテーマ

コ
ア

マ
ー

事テ
ー選

事
業 Ｃ

新事業創生スキ ム（枠組み）

製薬研究支援
社会インフラ分析ソリューション

Ｃプロテ マ

ア
技
術

ケ
ッ
ト

業

化

ー
マ
募
集

選
考

業
化
Ｆ
Ｓ

プ

ロ*

Ｍ２Ｍビッグデータ
球状太陽電池スフェラー®
塗布成膜ソリューション

*Ｃｏｒｐｏｒａｔｅ(全社)･Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ(挑戦)プロジェクト

塗布成膜ソリ シ ン

樹脂モールド太陽電池向け

軽量化、高効率発電、耐候性を実現

塗布成膜ソリューション

大型タッチパネル向け

ＵＶ硬化樹脂の精密塗布技術と
真空貼合せ技術を融合し
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真空貼合せ技術を融合し、
高生産性を実現 軽量樹脂モールド太陽電池 タッチパネル製造装置



ⅢⅢ ２０１４年３月期 業績予想２０１４年３月期 業績予想

（注）ＹＹ/ＭはＹＹ年Ｍ月期を表しています。
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２０１４年３月期業績予想（ハイライト）

当年度予想
中期経営計画比

（億円）

前年同期比

売 上 高 ６,４００

当年度予想

△１,６００

増減額 増減率

△２０％＋６４５

増減額 増減率

＋１１％

営業利益

経常利益

２８０

２８０ ー

△２２０

ー

△４４％

＋７９

＋９０

＋３９％

＋４８％

当期利益 １９７ △１１３

一株利益 １４３円２３銭 ー

△３６％＋７５

＋５４円７８銭

＋６２％

株利益 １４３円２３銭

一株配当 ２０円００銭 ー

ＲＯＥ ７ ７％ △３ ０％

±００円００銭

＋５４円７８銭

３ ０％ＲＯＥ ７.７％ △３.０％

ＦＣＦ ＋３０ ー

＋３.０％

△３６
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・想定レート：１ＵＳＤ＝９５円、１ＥＵＲ＝１２０円

・中計経営計画（２０１１年１０月公表）



２０１４年３月期業績予想（偏差説明）

対中計経営計画（２０１１年１０月公表値）比較

売上高 （８,０００億円 → ６,４００億円 △１,６００億円）

海 外 欧州債務危機の長期化や中国等新興国市場の成長鈍化

マクロ要因

海 外 欧州債務危機の長期化や中国等新興国市場の成長鈍化

日 本 東日本大震災後の製造業設備投資の回復遅延

電子デバイスシステム（１,２００億円 → １,１４２億円 △５８億円）
ＰＣ需要低迷に伴う関連設備投資の遅延、２０１３年度大手顧客の不透明な設備投資動向等

個別要因

要 関 設 投資 延 年度 客 明 設 投資動向

ファインテックシステム（５００億円 → ２３７億円 △２６３億円）
ＰＣ需要低迷や液晶ＴＶの価格下落に伴う設備投資減少、有機ＥＬ市場の立ち上がり遅延等

科学・医用システム （１ ４００億円 → １ ３６４億円 △３６億円）科学・医用システム （１,４００億円 → １,３６４億円 △３６億円）
欧州債務危機の影響等によるバイオ・メディカル事業の需要減等

商事部門 （５,０００億円 → ３,７６５億円 △１,２３５億円）
国内設備投資の回復遅延や新興国の経済成長減速等に伴う民生機器用部材の需要減等

＊
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国内設備投資 回復遅延や新興国 経済成長減速等に伴う民生機器用部材 需要減等

＊商事部門＝産業・ITシステム＋先端産業部材



２０１４年３月期業績予想（売上高）

（億円） 前年同期比

売上高

8,000
＋１１％

6 400

電子デバイスシステム＋１０％

＋６６％

5,755

ファインテックシステム

％

1,039

6,400

1,142

237

4,000

科学・医用システム

産業・ITシステム＋８％

143 ＋３％

1,329

1,016

1,364

先端産業部材＋１６％

941

2 364

2,749

0
13/3 14/3(e)

2,364
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（注）合計にはセグメント間の内部取引の消去等が含まれております。



２０１４年３月期業績予想（営業利益）

営業利益

（億円） 前年同期比

350

電子デバイスシステム

＋４８％

＋２９％
280

190

128
166

△２０％ 科学・医用システム

ファインテックシステムー％
（＋６１億円）

137 

4

110

△２０％

＋５５％

科学 医用システム

産業・ＩＴシステム

△57

6
12

0
16
19

＋１６２％ 先端産業部材

△100

13/3 14/3(e)
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（注）合計にはセグメント間の内部取引の消去等が含まれております。

/ ( )



２０１４年３月期業績予想（電子デバイスシステム）①

１３年度事業環境

半導体製造装置市場概況半導体製造装置市場概況

■ １２年度装置市場は、ＰＣ需要低迷の影響を受け、前年同期比△１９％。
当社は成長セグメントへの注力により、１１年度比増収

■ １３年度装置市場は、前年同期比＋５％を予想。当社主力のゲートエッチング、
計測・検査市場は マーケット平均以上の成長を見込む

■ ファウンドリ２０ｎｍ、並びにＭＰＵ１４ｎｍの量産開始。また、モバイル用低消費型
ＤＲＡＭの２Ｘｎｍ微細化投資を見込む。３Ｄ ＮＡＮＤ初の本格量産ラインが稼働

■ プロセス技術面ではＦｉｎＦＥＴ採用デバイスの量産開始 また ダブルパタ ニング（ＤＰ）■ プロセス技術面ではＦｉｎＦＥＴ採用デバイスの量産開始。また、ダブルパターニング（ＤＰ）
適応工程が拡大し、先端デバイス向けの投資活発化を期待

■ ダイボンダ市場は、ＮＡＮＤ薄ダイ化への投資が増加する見通しダイボ ダ市場 、 薄ダイ化 投資 増加する見通し

■ １３年度高速マウンタ市場は 低価格・超高速化が加速

実装装置市場概況
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■ １３年度高速マウンタ市場は、低価格 超高速化が加速。
ＥＭＳでは超小型部品実装ニーズの増加により、基本性能・生産性向上への要求が強まる



２０１４年３月期業績予想（電子デバイスシステム）②

（100億円）

半導体製造装置市場 実装装置市場

（億ＵＳＤ）

30 500 

432

（ 億 ）

前回予想 前回予想

前年同期比

△19% △14%+5%

+17%

81
76

99
349

368

20.1
19.1 非関連

分野

後工程 前年同期比
△19% △14%

△5% +6%

20.2

5.6
5.3

5.5

15 

81

250 

分野

14.5 13.8 14.7
268

292
333

当社関連

前工程

0 
13/3 14/3(e） 15/3(e）

0 
13/3 14/3(e) 15/3(e)
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（出所） Gartner(13年3月)ﾃﾞｰﾀに基づき当社作成
前回予想は12年10月の13年3月期2Q決算発表時の見通し

（出所） 当社市場予測モデルにより算出
前回予想は12年10月の13年3月期2Q決算発表時の見通し



２０１４年３月期業績予想（電子デバイスシステム）③

■ １３年度半導体プロセス技術の動向と成長分野

半導体デバイスの微細化動向と当社の対応

分野 動向 成長技術分野

ＭＰＵ  １４ｎｍ量産技術の開発
・微細パターンの高精度加工
ＤＰ Ｆｉ ＦＥＴ対応計測ＡＳＳＰ  ２０ｎｍ量産開始 ・ＤＰ、ＦｉｎＦＥＴ対応計測ＡＳＳＰ  ２０ｎｍ量産開始

 ＦｉｎＦＥＴ量産試作開始

ＮＡＮＤ  ３Ｄ‐ＮＡＮＤ量産技術の
開発

・高アスペクト高精度加工
・穴底計測技術開発 ・穴底計測技術

パッケージング  積層パッケージに向けた
薄ダイ化

・薄ダイ対応組立技術

共通  ４５０ｍｍ化の推進 高生産性技術

■当社の対応

共通  ４５０ｍｍ化の推進 ・高生産性技術

・ＤＰ、ＦｉｎＦＥＴなど微細化技術に対応した計測アプリケーションの充実

・１４ｎｍ微細パターン加工に対応したゲートエッチング量産技術の確立

・３Ｄ-ＮＡＮＤなど高アスペクト対応加工技術・計測技術の確立
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・コンソーシアム、先端顧客とタイアップした４５０ｍｍ技術の開発

・薄ダイ対応高速ダイボンディング装置のリリース



２０１４年３月期業績予想（電子デバイスシステム）④

受注高の推移

（億円）
13/3 1,009 14/3 1,123 ＋11% 前年同期比△2%13/3 1,009 14/3 1,123 ＋11% 前年同期比

＋22%

△2%

＋1%

＋22%

△4%

前回予想（e）

△1%
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２０１４年３月期業績予想（電子デバイスシステム）⑤

１３年度基本戦略

１．事業ポートフォリオ最適化の推進
成長する先端ウ プ セ 高度化する組立 程 主要事業を拡大し さらにパ デバイ など新分野 事業を展開成長する先端ウェーハプロセス、高度化する組立工程で主要事業を拡大し、さらにパワーデバイスなど新分野へ事業を展開

２．グローバル成長戦略の加速
Ｅａｒｌｙ Ｃｏｌｌａｂｏｒａｔｉｏｎの推進とエンジニアリングサイト拡充によるグローバル顧客の獲得・セグメントトッフﾟ実現

主要製品群別 売上高の推移 前工程装置 分野別売上高比率

前年同期比

＋１０％
（億円）

1,142
ＤＲＡＭ ＮＡＮＤ Ｌｏｇｉｃ その他ＦｏｕｎｄｒｙＭＰＵ

13/3
1,039

＋１４％
プロセス
製造装置

,

0% 50% 100%

14/3(e)

＋１０％ 評価装置

後工程・
実装装置＋３％

１２年度：ファウンドリの大型投資により堅調に推移。
ＮＡＮＤ関連は、投資抑制

１３年度：ファウンドリ、ＭＰＵの投資は継続。
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１３年度 ファウンドリ、ＭＰＵの投資は継続。
ＮＡＮＤ、Ｌｏｇｉｃ関連の投資増加



２０１４年３月期業績予想（ファインテックシステム）①

60 （１０億ＵＳＤ）ＦＰＤ業界動向

１１年度事業環境と当社の対応１３年度事業環境

ＦＰＤの金額市場

30
40 
50 
60 （ 億 ）

スマートフォン
(ＬＣＤ＋ＯＬＥＤ)

液晶ＴＶ

の金額市場

■ 今後液晶ＴＶは停滞
大型パネル向け投資は中国で再開

■ スマ トフォン市場は継続成長

10 
20 
30 

スマートフォン(ＯＬＥＤ)

■ スマートフォン市場は継続成長
スマートフォン向け有機ＥＬの投資も継続

■ 有機ＥＬ ＴＶは２０１３年に本格立ち上げに

タブレット PC

有機EL ＴＶ0 
2010 2011 2012 2013 2014 2015

出所：ＤｉｓｐｌａｙＳｅａｒｃｈデータを基に当社作成

（ＣＹ）

■ 有機ＥＬ ＴＶは２０１３年に本格立ち上げに

向けた準備が進められると予想

今後のＨＤＤ出荷台数（予想）

有機EL ＴＶ

（M units）
ＨＤ業界動向

■ タブレットの伸長、ノートＰＣの市場低迷
によりＨＤＤ出荷台数の伸び悩みは継続

今後のＨＤＤ出荷台数（予想）

600

800

1,000
（M units）

10月時予想(+5%) 4月時予想(+2%)
ＣＹ２０１２～２０１５ ＣＡＧＲ

■ 高密度化性能向上、歩留改善投資に限定

■ ＨＤＤの出荷台数成長率鈍化

200

400

600
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■ ＨＤＤの出荷台数成長率鈍化
（ＣＡＧＲ＋５％→＋２％）

出所：テクノ・システム・リサーチ データを基に当社作成

（ＣＹ）

0
２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３ ２０１４ ２０１５



２０１４年３月期業績予想（ファインテックシステム）②

１３年度基本戦略

１ 日立ハイテクファインシステムズ設立により「製・販・サ」 体の機動力のある事業展開推進１．日立ハイテクファインシステムズ設立により「製・販・サ」一体の機動力のある事業展開推進

２．成長分野である環境・新エネルギー・社会インフラ分野へ積極的事業展開

300 

前年同期比

＋６６％

主要製品群別売上高の推移 事業構造改革推進

（億円）
日立ハイテクノロジーズ 日立ﾊｲﾃｸ

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ(ﾌｧｲﾝﾃｯｸｼｽﾃﾑ事業)

237

ｴﾝｼ ﾆｱﾘﾝｸ ｻｰﾋ ｽ(ﾌｧｲﾝﾃｯｸｼｽﾃﾑ事業)

全事業を新会社に統合

（製造・販売） （サービス）

182150 143 ＋８８％
ＦＰＤ関連
製造装置

製造・販売・サービス
を一体化し機動力ＵＰ

新規事業への
リソースシフト

日立ハイテクファインシステムズ

46 55

97

ＨＤ関連
製造装置その他＋１９％

・有機ＥＬ事業：製造検査装置
・環境・新エネルギー事業：リチウムイオン電池製造装置、

プリンテッドエレクトロニクス

日立 イテクファインシステムズ
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46 55

0 
13/3 14/3(e)

プリンテッドエレクトロニクス
・社会インフラ事業：社会インフラ検測装置



２０１４年３月期業績予想(科学・医用システム)①

科学事業

（億円）（売上ベース）

科学市場（当社関連） １３年度事業環境

ＣＡＧＲ ＋４％

5,000

4 000

電子顕微鏡
・半導体・液晶関連分野の需要が減少
・次世代向け先端分野(新エネルギー・
新素材)関連市場の需要は微増と予測

走査ﾌﾟﾛｰﾌﾞ

3,700
3,900

4,000 新素材)関連市場の需要は微増と予測
・国内は補正予算による需要が見込まれる

分離分析
製薬分野 お る超高速タ プ 液体

元素分析

顕微鏡

蛍光Ｘ線分析

熱分析

2,500

分光分析

・製薬分野における超高速タイプの液体
クロマトグラフの需要が大きく伸長すると
予想

元素分析

分離分析 蛍光Ｘ線分析
・リチウムイオン電池関連市場での異物検査
需要が拡大と予想

規制適 範 拡 伸 を 想集束ｲｵﾝ

電子
顕微鏡

・ＲｏＨＳ規制適用範囲拡大により伸長を予想

熱分析
・機能性材料市場からの需要が堅調

集束ｲｵﾝ
ﾋﾞｰﾑ装置

Copyright©2013 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved. 27

0

（出所）市場調査会社のデータを基に当社推定

CY12 CY13(e) CY14(e)

機能性材料市場からの需要が堅調



２０１４年３月期業績予想(科学・医用システム)②

科学事業

１３年度基本戦略

１ 日立ハイテクサイエンスとのシナジ による製品ポ トフォリオ強化と業容拡大１．日立ハイテクサイエンスとのシナジーによる製品ポートフォリオ強化と業容拡大

２．環境・新エネルギーおよびバイオ・食品分野への専用機の拡販

700

前年同期比

＋２６％

売上高の推移 今後の取り組み

（億円） 製品ポートフォリオ強化による販売拡大
・共同開発の推進(ＦＩＢ-ＳＥＭ他)700 

475

599
・両社販売網の活用による販売拡大

リチウムイオン電池／燃料電池用異物
検査装置の拡販による環境・新エネルギー
分野への深耕＋７２％

その他
科学機器＊

174

299

350 

分野 の深耕
ＲｏＨＳ対応検査装置の拡販
アミノ酸分析装置のバイオ・食品分野への拡販

＋７２％ 科学機器＊

300 300
±０％

電子
顕微鏡
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0 
13/3 14/3(e)

リチウムイオン電池／燃料電池用
X線異物検査装置 「ＳＥＡ-Ｈｙｂｒｉｄ」

ＲｏＨＳ対応検査用
有害物質モニタ「ＳＥＡ１０００ＡⅡ」

＊その他科学機器：分析装置および日立ハイテクサイエンス製品



２０１４年３月期業績予想(科学・医用システム)③

バイオ・メディカル事業

バイオ・メディカル市場（当社関連）

ＤＮＡ
（億円）（装置＋試薬 売上ベース） ＣＡＧＲ ＋４％

１３年度事業環境

30,000

26,700
28,000

29,000
ＤＮＡ
シーケンサ

体外診断
・試薬が大部分を占める生化学・免疫市場
全体は年率４～５％の成長を継続すると
予想その他 予想

・装置需要は欧州市場の買い控えにより
成長減速するも、米国市場の回復および

その他
体外診断

15,000

中国等の新興市場の需要増等により
中期的には堅調な成長を予想

生化学・
免疫分析

ＤＮＡシーケンサ
・研究分野は成長鈍化するも、法医学個人
鑑定や医学研究等の応用分野の拡大により
市場全体は堅調な成長を予想

・新技術の市場参入により競争が激化するが、
ＣＥシーケンサはデファクトスタンダードと
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0

(出所)市場調査会社のデータを基に当社推定(試薬、装置含む)

CY12 CY13(e) CY14(e)

ＣＥシーケンサはデファクトスタンダードと
して需要を維持



２０１４年３月期業績予想(科学・医用システム)④

バイオ・メディカル事業

１３年度基本戦略

１ 生化学・免疫統合型システムによる大・中型装置市場の攻略１．生化学・免疫統合型システムによる大・中型装置市場の攻略

２．ＣＥ シーケンサによる臨床検査市場への本格参入
＊ＣＥ：Ｃａｐｉｌｌａｒｙ Ｅｌｅｃｔｒｏｐｈｏｒｅｓｉｓ（キャピラリー電気泳動方式）

＊

売上高の推移 今後の取り組み

1,000

前年同期比

△１０％
(億円) 大規模病院、検査センターへの大・中型

生化学・免疫統合システムのグローバル拡販

127

109

1,000 

855

765
△１４％

バイオ製品
その他

生化学 免疫統合システムのグロ バル拡販

中国全土をカバーする販売代理店網による
生化学自動分析装置需 り お び

500 

△１０％
メディカル
製品

生化学自動分析装置需要の取り込みおよび
血液凝固検査市場への新規参入

＊727
656

△１０％ 製品
ＤＮＡシーケンサとしては初の米国ＦＤＡ
薬事承認（５１０Ｋ）を取得した３５００型の
臨床検査分野におけるグローバル販売の
立ち上げ

＊
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0 
13/3 14/3(e)

立ち上げ

＊メディカル製品：体外診断装置本体およびサービス部品



２０１４年３月期業績予想（産業・ＩＴシステム/先端産業部材）①

１３年度基本戦略

基本方針基本方針

注力３分野の推進による事業の拡大

グ日
立

先端産業部材産業・ＩＴシステム

ロ
ー
バ

立
グ
ル
ー

社会イノベーション
・産業機器 ・電力流通 ・水関連 ・ＩＣＴインフラ

注
新 バ

ル
事
業

ー
プ
と

環境・新エネルギー
・太陽光発電 ・太陽電池部材 ・蓄電２次電池

注

力

３
分

興

国

開 業
拡
大

と
の
連
携

自動車・輸送機器
組立装置 車載用ＩＣＴ 自動車部材

分

野

開

発
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携 ・組立装置 ・車載用ＩＣＴ ・自動車部材



２０１４年３月期業績予想（産業・ＩＴシステム/先端産業部材）②

3 0001 200

産業・ＩＴシステム 売上高の推移

前年同期比

先端産業部材 売上高の推移

＋８％
前年同期比

＋１６％
（億円）（億円）

834

3,000 1,200 

＋３６％

工業関連
部材

2,749

2,364
1,016

941

＋８％ ＋１６％

452

612

834

434

454

＋２８％

＋３６％

自動車・
輸送関連
部材

部材

産業ｲﾝﾌﾗ＋５％

353
452

1,500 

29
80

600 

＋７％
ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ
関連部材

＋１８２％ 社会ｲﾝﾌﾗ

986 1,051

479 481

＋７％ 関連部材

ICT
ｿﾘｭｰｼｮﾝ＋０％ 機能・

化学品
そ 他

413 412

0 
13/3 14/3(e)

0 
13/3 14/3(e)

その他△０％
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・産業インフラ：自動組立装置、計装設備 他
・社会インフラ：太陽光発電設備、電力流通 他
・ＩＣＴソリューション：情報機器およびソフトウェア事業 他



ⅣⅣ データ集データ集

（注）ＹＹ/ＭはＹＹ年Ｍ月期を表しています。
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四半期業績の推移

（億円）（億円）

１２年

１Ｑ

１２年

２Ｑ

１２年

３Ｑ

１２年

４Ｑ

売上高 ２９３ ３３７ １８６ ２２４
電 子 デ バ イ ス シ ス テ ム

売上高 ２９３ ３３７ １８６ ２２４

営業利益 ６１ ５２ ４ １１

フ ァ イ ン テ ッ ク シ ス テ ム
売上高 ２５ ４８ ２２ ４８

営業利益 △１４ △１４ △１２ △１７

売
上
高

/

営業利益 △１４ △１４ △１２ △１７

科 学 ・ 医 用 シ ス テ ム
売上高 ３５５ ３４５ ２４１ ３８８

営業利益 ５２ ３２ ９ ４４

売上高 ２５９ ２７９ １８３ ２２１

/

営
業
利
益

産 業 ・ I T シ ス テ ム
売上高 ２５９ ２７９ １８３ ２２１

営業利益 △２ ６ ０ ７

先 端 産 業 部 材
売上高 ６０５ ５９２ ５８３ ５８４

営業利益 ２ １ ２ △０益 営業利益 ２ １ ２ △０

そ の 他 ・ 調 整 額
売上高 △１５ △１７ △１４ △１７

営業利益 △６ △１３ △３ △１６

売上高 １ ５２３ １ ５８４ １ ２００ １ ４４７
合計

売上高 １,５２３ １,５８４ １,２００ １,４４７

営業利益 ９４ ６６ １ ２９

経常利益 ９９ ６６ ３ ３２
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当期利益 ６２ ４９ ３ ８



設備投資額・減価償却費・研究開発費/地域別売上高

１２／３ １３／３
前年

同期比
１４／３（e）

前年
同期比

（億円）■設備投資額・減価償却費・研究開発費

同期比 同期比

設 備 投 資 額 １７３ １１７ △３２％ ２３３ ＋９９％

減 価 償 却 費 ９１ ７８ △１４％ １０１ ＋２９％減 価 償 却 費 ９１ ７８ △１４％ １０１ ＋２９％

研 究 開 発 費 ２３６ ２１８ △７％ ２３７ ＋９％

（注）設備投資額は取得ベースにて記載（注）設備投資額は取得ベ スにて記載

日本 北米 欧州
アジア

その他 計

（億円）■地域別売上高

日本 北米 欧州 その他 計
中国大陸

１２／３
売 上 高 ２,７４０ ８３０ ８９０ １,８４９ ９３６ １４９ ６,４５９

構成比率 ４２.４％ １２.９％ １３.８％ ２８.６％ １４.５％ ２.３％ １００.０％

１３／３
売 上 高 ２,５２４ ６３０ ６８６ １,７７６ ７９０ １３９ ５,７５５
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１３／３
構成比率 ４３.９％ １０.９％ １１.９％ ３０.９％ １３.７％ ２.４％ １００.０％



主要製品群別売上高の状況

（億円）
１２年１Ｑ １２年２Ｑ １２年３Ｑ １２年４Ｑ

電子デバイスシステム ２９３ ３３７ １８６ ２２４

プロセス製造装置 １１３ ９０ ７８ １０２

（億円）

評価装置 １３８ １５６ ７１ ９８

後工程・実装装置 ４２ ９０ ３７ ２４

ファインテックシステム ２５ ４８ ２２ ４８

ＦＰＤ関連製造装置 １６ ３４ １４ ３４ＦＰＤ関連製造装置 １６ ３４ １４ ３４

ＨＤ関連製造装置その他 １０ １５ ８ １４

科学・医用システム ３５５ ３４５ ２４１ ３８８

電子顕微鏡 ６７ ７２ ５４ １０７

その他科学機器 ２６ ４４ ２９ ７５

メディカル製品 ２２０ ２０１ １３１ １７５

バイオ製品その他 ４２ ２８ ２８ ２９

産産業・ＩＴシステム ２５９ ２７９ １８３ ２２１

産業インフラ ９６ １４２ ７６ １２１

社会インフラ ２ １１ ５ １０

ＩＣＴソリューション １６１ １２５ １０２ ９０ＩＣＴソリュ ション １６１ １２５ １０２ ９０

先端産業部材 ６０５ ５９２ ５８３ ５８４

工業関連部材 １５４ １５５ １４３ １６０

自動車・輸送関連部材 ８４ ８１ ９１ ９６
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エレクトロニクス関連部材 ２５７ ２４７ ２５４ ２２９

機能・化学品その他 １１０ １１０ ９５ ９８



＜資料取り扱い上の注意＞
・ 本プレゼンテーションで述べられている決算概要及び業績予想は 注記がある場合を除き すべて連結であり 億円未満を四捨五入しています本プレゼンテ ションで述べられている決算概要及び業績予想は、注記がある場合を除き、すべて連結であり、億円未満を四捨五入しています。
・ 当社が開示する将来の業績見通しや戦略等に関する予想は、開示時点で知りうる情報や合理的と思われる前提をもとに策定しており、さまざまな外部要因による直接的・間接的な影響により、

実際の当社の業績等が開示内容と異なる可能性があります。但し、開示内容との間に大きな乖離がある場合は、法令や証券取引所が定める適時開示規則並びに当社の自主的な判断に基づき、
その都度開示していきます。

また、この資料は投資判断の参考となる情報の提供を目的としたもので、投資勧誘を目的として作成したものではありません。銘柄の選択、投資の最終決定は、ご自身の判断で
なさるようにお願いいたします。
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END
２０１３年３月期決算説明会資料

お問合せ先
ＣＳＲ本部 ＣＳＲ・コーポレートコミュニケーション部ＣＳＲ本部 ＣＳＲ コ ポレ トコミュニケ ション部
部長 加藤 弘之
TEL：03-3504-5138 FAX：03-3504-5943
E-mail：kato-hiroyuki@nst.hitachi-hitec.com
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